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信濃川中流域信濃川中流域
水環境改善検討協議会水環境改善検討協議会

資料２－１資料２－１

１）水環境改善の方向性再整理

２）水環境改善に向けた動き

３）平成14年度調査結果の報告

４）今後の水環境改善に向けた取り組み

第１０回第１０回

１）水環境改善の方向性再整理１）水環境改善の方向性再整理
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信濃川中流域の環境と生息魚類信濃川中流域の環境と生息魚類

信濃川中流域の試験放
流前の環境を以下の要
素について取りまとめた。

資料－

河川の物理的環境
河床勾配
河川形態
河床型

河床材料
流量
水温

生物環境
付着藻類
底生生物

魚類

信濃川中流域の潜在魚類相信濃川中流域の潜在魚類相

ブルーギル

タイリクバラタナゴ

コクチバス

オオクチバス

ニジマス

モツゴ

ビワヒガイ

タモロコ

スジシマドジョウ

スゴモロコ

キンギョ

種名

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

淡水魚ゲンゴロウブナ28淡水魚カジカ（大卵型）13

淡水魚カワヒガイ29淡水魚カマツカ14

30

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

淡水魚不明ウグイ淡水魚アブラハヤ

淡水魚不明トウヨシノボリ淡水魚ウケクチウグイ

淡水魚ギギ淡水魚キンブナ

淡水魚オイカワ淡水魚オオキンブナ

淡水魚不明ヌマチチブ回遊魚ウナギ

淡水魚淡水魚ヤリタナゴ淡水魚アカザ

淡水魚淡水魚ニゴイ回遊魚オオヨシノボリ

淡水魚淡水魚ナマズ淡水魚ヤマメ

淡水魚淡水魚ドジョウ淡水魚ニッコウイワナ

淡水魚淡水魚スナヤツメ回遊魚ワカサギ

淡水魚淡水魚シマドジョウ回遊魚サケ

淡水魚淡水魚コイ回遊魚サクラマス

淡水魚淡水魚ギンブナ回遊魚アユ

生活型生活型種名生活型種名

信濃川中流域水環境改善検討協議会魚類調査結果および河川水辺の国勢調査結果より

冷水性の魚種
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信濃川中流域の潜在魚類相（在来種）信濃川中流域の潜在魚類相（在来種）

ブルーギル

タイリクバラタナゴ

コクチバス

オオクチバス

ニジマス

モツゴ

ビワヒガイ

タモロコ

スジシマドジョウ

スゴモロコ

キンギョ

種名

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

淡水魚ゲンゴロウブナ28淡水魚カジカ（大卵型）13

淡水魚カワヒガイ29淡水魚カマツカ14

30

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

淡水魚不明ウグイ淡水魚アカザ

淡水魚不明トウヨシノボリ淡水魚アブラハヤ

淡水魚ギギ淡水魚キンブナ

淡水魚オイカワ淡水魚オオキンブナ

淡水魚不明ヌマチチブ淡水魚ウケクチウグイ

淡水魚淡水魚ヤリタナゴ回遊魚オオヨシノボリ

淡水魚淡水魚ニゴイ淡水魚ヤマメ

淡水魚淡水魚ナマズ淡水魚ニッコウイワナ

淡水魚淡水魚ドジョウ回遊魚ワカサギ

淡水魚淡水魚スナヤツメ回遊魚サケ

淡水魚淡水魚シマドジョウ回遊魚サクラマス

淡水魚淡水魚コイ回遊魚ウナギ

淡水魚淡水魚ギンブナ回遊魚アユ

生活型生活型種名生活型種名

信濃川中流域水環境改善検討協議会魚類調査結果および河川水辺の国勢調査結果より

ブルーギル

タイリクバラタナゴ

コクチバス

オオクチバス

ニジマス

モツゴ

ビワヒガイ

タモロコ

スジシマドジョウ

スゴモロコ

キンギョ

種名

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

淡水魚ゲンゴロウブナ28淡水魚カジカ（大卵型）13

淡水魚カワヒガイ29淡水魚カマツカ14

30

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

12

11

10

9

8
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6
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2

1

淡水魚不明ウグイ淡水魚アブラハヤ

淡水魚不明トウヨシノボリ淡水魚ウケクチウグイ

淡水魚ギギ淡水魚キンブナ

淡水魚オイカワ淡水魚オオキンブナ

淡水魚不明ヌマチチブ回遊魚ウナギ

淡水魚淡水魚ヤリタナゴ淡水魚アカザ

淡水魚淡水魚ニゴイ回遊魚オオヨシノボリ

淡水魚淡水魚ナマズ淡水魚ヤマメ

淡水魚淡水魚ドジョウ淡水魚ニッコウイワナ

淡水魚淡水魚スナヤツメ回遊魚ワカサギ

淡水魚淡水魚シマドジョウ回遊魚サケ

淡水魚淡水魚コイ回遊魚サクラマス

淡水魚淡水魚ギンブナ回遊魚アユ

生活型生活型種名生活型種名

確認魚種から外来
種をのぞく在来種は

26種

信濃川中流域の潜在魚類相（在来種）信濃川中流域の潜在魚類相（在来種）

回遊魚カジカ（中卵型）28淡水魚カジカ（大卵型）13

回遊魚アユカケ29淡水魚カマツカ ※14
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不明ウグイ淡水魚アカザ

不明トウヨシノボリ ※淡水魚アブラハヤ

回遊魚マルタウグイ淡水魚キンブナ

回遊魚カワヤツメ淡水魚オオキンブナ

不明ヌマチチブ淡水魚ウケクチウグイ

淡水魚ヤリタナゴ回遊魚オオヨシノボリ

淡水魚ニゴイ ※淡水魚ヤマメ

淡水魚ナマズ淡水魚ニッコウイワナ

淡水魚ドジョウ回遊魚ワカサギ ※

淡水魚スナヤツメ回遊魚サケ

淡水魚シマドジョウ回遊魚サクラマス

淡水魚コイ回遊魚ウナギ

淡水魚ギンブナ回遊魚アユ

生活型種名生活型種名

信濃川中流域水環境改善検討協議会魚類調査結果および河川水辺の国勢調査結果より

調査では確認されてい
ないが、潜在的にいた
とされる魚種を追加。
信濃川中流域の潜在
魚類相は30種。

　回遊魚と河川内で
大きく移動する種に
絞り込んで、その生
息域と問題点を整理
した。

回遊魚カジカ（中卵型）28淡水魚カジカ（大卵型）13

回遊魚アユカケ29淡水魚カマツカ14
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不明ウグイ淡水魚アカザ

不明トウヨシノボリ淡水魚アブラハヤ

回遊魚マルタウグイ淡水魚キンブナ

回遊魚カワヤツメ淡水魚オオキンブナ

不明ヌマチチブ淡水魚ウケクチウグイ

淡水魚ヤリタナゴ回遊魚オオヨシノボリ

淡水魚ニゴイ淡水魚ヤマメ

淡水魚ナマズ淡水魚ニッコウイワナ

淡水魚ドジョウ回遊魚ワカサギ

淡水魚スナヤツメ回遊魚サケ

淡水魚シマドジョウ回遊魚サクラマス

淡水魚コイ回遊魚ウナギ

淡水魚ギンブナ回遊魚アユ

生活型種名生活型種名
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既存調査で減水区間における採捕数が少なくなった種既存調査で減水区間における採捕数が少なくなった種

アユ サケ

ニゴイ

出典： 「新潟県陸水動物図鑑」　新潟日報事業社　

出典：「日本の淡水魚　2版」　山と渓谷社 出典：「日本の淡水魚　2版」　山と渓谷社

アユの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理アユの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理

アユの生態

早瀬・平瀬

瀬に流れ込む平瀬や早瀬で河床に
泥や付着藻類がついていない浮き
石～砂利場に産卵

早瀬・平瀬・とろ場

中流域の餌料環境の良い瀬に居着
き付着藻類を摂餌

早瀬・平瀬・とろ場

海域と河川水の水温がほぼ同じに
なる3月下旬頃から遡上を開始

海域

ふ化後に降河し、沿岸部で生長

生息場所 食性
適水温

（℃）

時期

（月）

－14～259～10産卵期

付着藻類14～256～10成魚

付着藻類9～253～6未成魚（遡上）

動物プラン
クトン

7～2510～12仔魚（降河）

稚魚

適水温出典：「水生生物生態資料」（財）日本水産資源保護協会
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アユの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理アユの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理

0

100
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300

400

30 40 50 60 70 80 90 100 110 120

潜在遡上範囲

仔魚（降河）・稚魚

未成魚（遡上）

成魚

産卵

水温
積算時間（％）

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム

川井大橋 栄橋 十日町橋

冷水性魚種の
ため適水温が
25℃以下の生

活環境を好む。

魚野川合流点

宮中取水ダム魚道 西大滝ダム魚道

百合居橋

妻有大橋

上片貝

妙見堰魚道

30以上
28～30
26～28
24～26
22～24
20～22

適水温7～25℃

適水温9～25℃

適水温14～25℃

適水温14～25℃

致死温度28℃
（※第5回協議会検

討値）

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

減水区間の問題点
未成魚～成魚の生息時期及び
生息場所に適水温を上回る
頻度が高い。

改善が期待される取り組みと効果
試験放流による水温の低下

昭和14年頃まで：千曲川中流（臼田町）まで天然遡上

信濃川（十日町橋）

アユの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理アユの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理
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潜在遡上範囲

仔魚（降河）・稚魚

未成魚（遡上）

成魚

産卵

付着藻類の
生育状況

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム

未成魚～成魚
の期間は泥被り
の少ない新鮮
な付着藻類を
好んで餌とする。

魚野川合流点

食性：動物プランクトン

食性：付着藻類

食性：付着藻類

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

減水区間の問題点
餌となる良好な付着藻類（泥被り
が少なく、新鮮）が少ない。

改善が期待される取り組みと効果
試験放流による掃流効果

昭和14年頃まで：千曲川中流（臼田町）まで天然遡上
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サケの産卵・遡上範囲と試験放流前における問題点の整理サケの産卵・遡上範囲と試験放流前における問題点の整理

平瀬・とろ場

（伏流水・地下水湧出箇所）

伏流水・地下水が湧出する砂利～砂
礫底に産卵

早瀬・平瀬・とろ場・淵

9月以降母川に遡上

海域

海域で成長

海域

冬季にふ化した仔魚は春季に降河

生息場所 食性
適水温

（℃）

時期

（月）

－5～810～12産卵期

採餌しない
9～
15.39～2成魚（遡上期）

小魚等6～123～未成魚

動物プラン
クトン

6～1212～3仔魚（降河）

稚魚

適水温出典：「水生生物生態資料」（財）日本水産資源保護協会サケの生態

サケの産卵・遡上範囲と試験放流前における問題点の整理サケの産卵・遡上範囲と試験放流前における問題点の整理
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潜在遡上範囲

仔魚（降河）・稚魚

未成魚

成魚（遡上期）

産卵

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点

海域で生長

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

魚野川合流点

減水区間の問題点
・魚野川との合流点で魚野川と比較して
信濃川の流量が少なく、流速が遅い。
・遡上親魚数が少なく、稚魚放流数も少
ない。

改善が期待される取り組みと効果
魚野川合流点での河床掘削

による流量、流速の確保

昭和14年頃まで：千曲川上田市、犀川まで遡上

冬季にふ化した仔魚は春季に降河

9月以降母川に遡上

伏流水・地下水が湧出する砂利底に産卵

魚野川との合流点
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ニゴイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理ニゴイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理

平瀬

中流の浅瀬の砂礫底に産卵

淵

河川を大きく移動、淵を好む

淵

河川を大きく移動、淵を好む

平瀬・とろ場・淵

仔魚後期に底生生活に移行、淵を好む

生息場所 食性
時期

（月）

－4～6産卵期

底生動物、小魚

付着藻類等雑食
通年成魚

底生動物

付着藻類等雑食
8～

稚魚

未成魚

底生動物

付着藻類等雑食
5～8仔魚

ニゴイの生態

ニゴイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理ニゴイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理
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潜在生息範囲

仔魚

稚魚・未成魚

成魚

産卵

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点
標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

減水区間の問題点
・仔魚～成魚の生息場である淵が少ない。
・河川内回遊魚とも呼ばれ、産卵場～生
息場間を大きく移動するため、魚道・床固
等が移動障害となり得る。

改善が期待される取り組みと効果
・試験放流による流量増加で淵の
分布域が増大
・十日町床固の改修で移動が容易
になった。

昭和49年頃まで：明科まで生息

仔魚後期に底生生活に移行、淵を好む

河川内を大きく移動、淵を好む

河川内を大きく移動、淵を好む

中流の浅瀬の砂礫底に産卵
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聞き取り・文献資料において減水区間での生息分布が聞き取り・文献資料において減水区間での生息分布が
減少したとされる種減少したとされる種

カワヤツメ カジカ

アユカケ

出典：「日本の淡水魚　2版」　山と渓谷社

出典：「日本の淡水魚　2版」　山と渓谷社

カワヤツメの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理カワヤツメの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理

早瀬・平瀬

妙見堰下流、三条市付近の瀬で産卵する

早瀬・平瀬

中流域の淵尻や平瀬を目指して遡上

変態後に降河

海域で成長

とろ場・淵

中流～下流域の淵や泥中に生息

生息場所 食性
時期

（月）

－2～5産卵期

摂餌しない12～2成魚（遡上）

魚の血液3～4未成魚

（変態後に降河）

付着藻類

デトリタス
通年

幼生
（アンモシーテス）

カワヤツメの生態
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カワヤツメの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理カワヤツメの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理
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潜在遡上範囲

幼生

未成魚

成魚（遡上）

産卵期

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点
標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

昭和40年代後半まで：千曲川長野市まで遡上

妙見堰下流、三条市付近の瀬では産卵が確
認されている。

変態後に降河

幼生は中流～下流域の淵や泥中に生息

中流域の淵尻や平瀬を目指して遡上

Ｂｂ型　
砂礫主体

河床型

Ｂｂ－Ｂｃ移行型
砂礫主体

減水区間の問題点
・幼魚の生息場（流れの穏やかな
砂泥）が減少した。
・床固、魚道での遡上障害

改善が期待される取り組みと効果
・試験放流により幼魚の生息場
が拡大
・十日町床固の改修により底生
魚の遡上が可能となった

カジカ（中卵型）の遡上範囲と試験放流前における問題点の整理カジカ（中卵型）の遡上範囲と試験放流前における問題点の整理

とろ場

浅瀬の礫下面の流れの緩いところに産み
付ける

平瀬

流れの緩やかな平瀬を好む

平瀬

底生生活に移行し遡上を開始

海域

ふ化後海域へ降河

生息場所 食性
時期

（月）

－3～5産卵期

底生動物通年成魚

底生動物5～7稚魚（遡上）

未成魚

動物プランク
トン

4～6仔魚（降河）

カジカ（中卵型）の生態

種名記載引用文献：河川水辺の国勢調査のための生物リスト（平成12年度版）（財）リバーフロント整備センター
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カジカ（中卵型）の遡上範囲と試験放流前における問題点の整理カジカ（中卵型）の遡上範囲と試験放流前における問題点の整理
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潜在遡上範囲

仔魚（降河）

稚魚（遡上）
未成魚

成魚

産卵期

河川流量
H2～H11
日平均(m3/s)
（岩沢）

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム

底生魚であるカジカ
は落差の大きい段差
を移動できない。

魚野川合流点

底生生活に移行し遡上を開始

浅瀬の礫下面の流れの緩い場所に産卵

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

十日町床固め
0 50 100 150 200 250 300 350 400

３月

４月

５月

６月

７月

日平均流量（m
3
/s)

減水区間の問題点
・床固、魚道での遡上障害
・良質な産卵環境が少ない。

改善が期待される取り組みと効果
・十日町床固の改修により
　底生魚の遡上が可能となった。
・試験放流による流量変動の低減

産
卵 仔

魚

昭和30年代中頃まで：上田市まで遡上

ふ化後、海域へ降河

流れの緩やかな平瀬を好む

アユカケの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理アユカケの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理

底生動物

小魚

早瀬・平瀬

体長2cm程度まで成長して遡上を開始
3～6稚魚（遡上）

海域

河口、沿岸部で産卵

海域

産卵のため河口付近まで降河

早瀬・平瀬

中流域の瀬の礫下に生息

海域

ふ化後は浮遊生活

生息場所 食性
時期

（月）

－1～3産卵期

－11～3成魚（降河）

小魚6～
未成魚

成魚

動物プラン
クトン

3～5仔魚

アユカケの生態
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十日町床固め

アユカケの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理アユカケの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理
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潜在遡上範囲

仔魚

稚魚（遡上）

未成魚・成魚

成魚（降河）

産卵期

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点

遡上を開始

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

海域：ふ化後は浮遊生活

産卵のため河口付近まで降河

中流域の瀬の礫下に生息

河口、沿岸部で産卵

昭和40年代前半まで：中津川まで遡上

減水区間の問題点
・床固、魚道での遡上障害

改善が期待される取り組みと効果
・十日町床固の改修により
　底生魚の遡上が可能となった。

底生魚であるアユカケは落差の大
きい段差を移動できない。

その他、聞き取り・文献資料により現況分布と過去の生息その他、聞き取り・文献資料により現況分布と過去の生息
域に関する情報がある種域に関する情報がある種

サクラマス ウグイ

ウケクチウグイ

出典：「日本の淡水魚　2版」　山と渓谷社
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サクラマスの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理サクラマスの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理

5～20

5～20

5～20

－

－

適水温

（℃）

流下動物

底生動物
海域　（1年以上河川内に留まり、

その後降河）
3～5稚魚（降河）

淵　（長野県上田市、支川の最上

流まで遡上し「かけあがり」と称す
る淵から瀬への移行箇所（淵尻）に
産卵床をつくる）

淵　（産卵期直前まで淵などの流

れの緩い箇所に生息）

淵　（未熟なまま遡上、淵など流

れの緩い箇所で休息しながら徐々
に上流へ遡上）

淵　（産卵床の砂利の中に潜んで

いる）

生息場所 食性
時期

（月）

－9～11産卵期

流下動物

底生動物
5～成魚

流下動物

底生動物
3～5未成魚（遡上）

動物プラン
クトン

12～4仔魚

サクラマスの生態

サクラマスの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理サクラマスの遡上範囲と試験放流前における問題点の整理
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潜在遡上範囲

仔魚

稚魚（降河）

未成魚（遡上）

成魚

産卵期

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点

昭和14年まで：本川は長野県南牧村、犀川は生坂ダム上流まで遡上

産卵直前まで淵など流れの緩い箇所に生息

未熟なまま遡上、淵など流れの緩い箇所で休息しながら徐々に上流へ遡上

1年以上河川内に留まり、その後降河

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

産卵床の砂利の中に潜んでいる

産卵場所：長野県上田市、支川の上流域まで遡上し産卵

減水区間の問題点
・魚野川との合流点で魚野川と比較して
信濃川の流量が少なく、流速が遅い。
・床固、魚道での遡上障害

改善が期待される取り組みと効果
・魚野川合流点での河床掘削
による流量、流速の確保
・十日町床固の改修で遡上が容
易になった。
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ウケクチウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理ウケクチウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理

付着藻類

底生動物

淵

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む
6～稚魚

早瀬・平瀬

中流域の瀬の砂利底に産卵

淵

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

淵

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

早瀬・平瀬（淵）

前期：産卵河床内に留まる。後期：淵など

生息場所 食性
時期

（月）

－4～6産卵期

付着藻類

底生動物
通年成魚

付着藻類

底生動物
通年未成魚

動物プラン
クトン

4～7仔魚

ウケクチウグイの生態 レッドデータブックにいがた、新潟県　2001　記載種（ 準絶滅危惧 ）
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ウケクチウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理ウケクチウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理

潜在生息範囲

仔魚

稚魚

未成魚・成魚

産卵期

河川形態

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点

早瀬
平瀬
トロ場
淵

過去の分布は明らかでないが、広く分布していた可能性がある。

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

前期は産卵河床内に留まり、後期は淵などで生息

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間の問題点
淵の分布が少ない

改善が期待される取り組みと効果
試験放流による流量増加で

淵の分布域が増大

減水区間 減水区間

ウグイと異なり
体長が大きい
ため、通年に
わたり淵となる
大きな生息場
が必要である。
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ウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理ウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理

付着藻類

底生動物

淵

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む
6～稚魚

早瀬・平瀬

淵

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

淵

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

早瀬・平瀬（淵）

前期：産卵河床内に留まる。後期：淵など

生息場所 食性
時期

（月）

－4～7産卵期

付着藻類

底生動物
通年成魚

付着藻類

底生動物
通年未成魚

動物プラン
クトン

4～7仔魚

ウグイの生態

ウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理ウグイの潜在生息域と試験放流前における問題点の整理
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潜在生息範囲

仔魚

稚魚

未成魚・成魚

産卵期

信濃川
中流域の
河床勾配

宮中取水ダム 西大滝ダム魚野川合流点

現況とほぼ同じ

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

河川内を大きく移動、淵など流れの緩いところを好む

標高(m)

河口からの距離(km)

減水区間 減水区間

前期は産卵床内に留まり、後期は淵などで生息

減水区間の問題点
緊急な改善を必要とする問題点はない。
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引用文献引用文献

豊かな流れ信濃川、新潟県内水面漁業協同組合連合会

　1991

外来種ハンドブック、日本生態学会編、地人書館、2002
新潟県陸水動物図鑑、本間義治監修　新潟日報事業社、1983
レットデータブックにいがた、新潟県　2001

十日町市史　資料編　1自然、十日町市史編さん委員会編

　十日町市、1992

日本の淡水魚　2版、川那部浩哉・水野信彦編・監修

　山と渓谷社、1995

在来種・移入種・
外来種および生
態・生活史

全般

学識者からの聞き取り

水生生物生態資料、（財）日本水産資源保護協会、1981
生息適水温

河川水辺の国勢調査のための生物リスト（平成12年度版）

　（財）リバーフロント整備センター、2000種名記載

引用文献

２）水環境改善に向けた動き２）水環境改善に向けた動き

１．平成14年度試験放流の実施　

２．魚野川合流点での信濃川河床の掘削

３．十日町橋床固めの改修
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毎日24時間　19.52m3/s

サケ遡上期
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6/1～7/9
12.16m3/s

7/10～9/10
7.81m3/s

9/11～9/30
12.16m3/s

10/1～11/10
19.71m3/s 11/11～11/30

5.66m3/s
4/1～5/31
5.66m3/s
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50 10k m

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

試験放流の効果試験放流の効果

2002.8.6

百合居橋

減水区間

妻有大橋

2002.9.20

アユ釣りをする人の姿が
見られるようになった。
アユの餌となる藻類が増
えたことが考えられる。

試験放流の効果試験放流の効果

アユのはみ痕が見られた。
新鮮な藻類が再生産されて
いると考えられる。

百合居橋

50 10k m

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

減水区間
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魚野川合流点での信濃川河床の掘削魚野川合流点での信濃川河床の掘削

魚野川

魚野川・信濃川合流点

掘削箇所

魚野川と比較して信濃川
の流量が少ない。
河床高が高く、水深が浅
い。

自然の攪乱作用としての
河床掘削

信濃川

魚野川合流点での信濃川河床の掘削魚野川合流点での信濃川河床の掘削

魚野川

信濃川

掘削箇所

サケの遡上を助けるため、
河道の一部を掘削し、水
深を確保した。最深河床及び流速が

魚野川とほぼ同程度
になるように設定。

0.41～1.38m

掘削断面

1.5m

13.0m
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魚野川合流点での信濃川河床の掘削魚野川合流点での信濃川河床の掘削

掘削前（9月10日撮影）

掘削直後（9月26日撮影）

50 10k m

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

十日町床固における問題点の改善十日町床固における問題点の改善

減水区間

問題点

段差下流部に十分な水深がなく、
サケ・アユ等が跳飛しにくい。

問題点
小型魚や底生魚介類
には段差が大きい

十日町橋下流床固
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十日町床固における問題点の改善十日町床固における問題点の改善

改修後の床固めの様子

３）平成３）平成1414年度調査結果の報告年度調査結果の報告

１．平成14年度調査内容

２．気象状況　

３．夏季水温・水質調査結果
４．魚類調査結果
５．底生生物調査結果
６．付着藻類調査結果
７．秋季サケ遡上調査結果
８．魚道調査結果
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１．平成１．平成1414年度調査内容年度調査内容

○

○

○

○

○

○

秋季

サケ遡上調査

○付着藻類調査

○○底生生物調査

○○魚類調査

○水質調査

○○○水温調査

魚道調査

○○気象観測

冬季夏季春季

夏季気象概況夏季気象概況（西大滝区間　津南の気温）（西大滝区間　津南の気温）

津南の気温推移
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7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

（日平均）
（℃）

2000年　気温

2001年　気温

2002年　気温

※アメダスデータ 寒気の影響
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気象状況（津南気象状況（津南））

過年度との比較

2002年2001年2000年2002年2001年2000年

149.2
14.7
32.1

19.8

27.2

23.2

117.6
16.9
33.4

19.6

27.5

23.9

26.929.528.327.9日平均の

最高気温（℃）

16.521.020.119.8日平均の

最低気温（℃）

190.0
18.6
33.5

24.9

8月

183.7
15.4
31.8

24.1

14.115.9最低気温（℃）

32.534.8最高気温（℃）

176.6166.2日照時間（ｈ）

23.923.6平均気温（℃）

7月
津南

夏季気象概況夏季気象概況（宮中区間　十日町の気温）（宮中区間　十日町の気温）

十日町の気温推移

16

18

20

22

24

26

28

30

32

34

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

（日平均）
（℃）

2000年　気温

2001年　気温

2002年　気温

※アメダスデータ 寒気の影響
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気象状況（十日町）気象状況（十日町）

過年度との比較

2002年2001年2000年2002年2001年2000年

165.2
16.2
34.5

20.9

29.4

24.6

123.9
18.2
35.3

21.2

28.8

25.0

28.331.630.429.8日平均の

最高気温（℃）

18.821.620.920.3日平均の

最低気温（℃）

209.4
19.0
35.0

26.0

8月

198.5
16.3
34.0

25.3

15.716.4最低気温（℃）

35.835.1最高気温（℃）

186.2172.6日照時間（ｈ）

25.224.7平均気温（℃）

7月
十日町

３．夏季水温・水質調査結果３．夏季水温・水質調査結果

百合居橋

西大滝ダム魚道

宮中取水ダム魚道

信濃川発電所放水口

小千谷発電所放水口

志久見川

中津川

10km0 5

川井大橋

川口橋

妙見堰魚道

上片貝

十日町橋

清津川

魚
野
川

信
濃
川

栄橋

ほくほく線

調査実施日

水温
　定点：通年の連続観測
　浅場：夏季1週間

　（※日射量測定も実施）
水質：１回/月
　　　　（第3水曜日）

調査地点

●：信濃川本川

■：信濃川支川

▲：浅場水温

水温：
　定点：本川10地点
　　　 　支川6地点

　浅場：信濃川橋、
　　　　　妻有大橋、岩沢
水質：十日町橋

水温調査地

水質調査地

岩沢

妻有大橋
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水温調査結果（西大滝区間）水温調査結果（西大滝区間）

西大滝ダム魚道の水温
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34

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

（日平均）（℃）

2000年　水温

2001年　水温

2002年　水温

欠測

水温調査結果（西大滝区間水温調査結果（西大滝区間））

百合居橋の水温

18

20

22

24

26

28

30

32

34

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

（日平均）（℃）

2000年　水温

2001年　水温

2002年　水温

欠測
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水温調査結果（宮中区間）水温調査結果（宮中区間）

宮中取水ダム魚道の水温

18

20

22

24

26

28

30

32

34

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

（日平均）（℃）

2000年　水温

2001年　水温

2002年　水温

欠測

水温調査結果（宮中区間）水温調査結果（宮中区間）

十日町橋の水温

18

20

22

24

26

28

30

32

34

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

（日平均）（℃）

2000年　水温

2001年　水温

2002年　水温
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夏季水温調査結果夏季水温調査結果
※　欠測あり

7/20～8/31データ

※17.618.817.4※26.826.325.9※22.422.022.4上片貝

16.317.716.225.025.424.920.821.020.7川口橋（魚野川）

18.720.018.925.826.825.823.123.623.5妙見堰

19.819.922.331.634.134.026.026.527.4川井大橋

19.419.9※22.331.532.8※32.825.725.9※26.9栄橋

※19.519.6※21.8※30.330.9※29.8※25.925.4※26.2妻有大橋

※18.819.520.430.232.530.624.725.125.6十日町橋

20.319.620.5※25.926.525.9※24.023.623.9宮中取水ダム魚道

15.816.817.326.426.926.820.720.920.8清津川

※15.2※15.016.6※26.1※26.826.5※20.8※20.921.8中津川

13.915.016.424.522.823.719.618.519.8志久見川

19.620.2※19.125.728.2※27.423.524.1※23.6百合居橋

19.620.020.8※26.327.526.5※24.124.424.3西大滝ダム魚道

2002年2001年2000年2002年2001年2000年2002年2001年2000年

最低水温（℃）最高水温（℃）平均水温（℃）

水温別積算時間（西大滝ダム区間）水温別積算時間（西大滝ダム区間）

百合居橋ロガー2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
0
0
年

2
0
0
1
年

2
0
0
2
年

34～35℃

32～33℃

30～31℃

28～29℃

26～27℃

24～25℃

22～23℃

20～21℃

18～19℃

16～17℃

14～15℃

津南気温

0%

10%

20%

30%

40%
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60%

70%

80%
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100%

2
0
0
0
年

2
0
0
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年

2
0
0
2
年

西大滝ダム魚道
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
0
0
年

2
0
0
1
年

2
0
0
2
年

:水温28℃
※7月20日～8月31日

の毎時間データを積算した



27

水温別積算時間（宮中取水ダム区間水温別積算時間（宮中取水ダム区間））

十日町橋ロガー1

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
0
0
年

2
0
0
1
年

2
0
0
2
年

川井大橋下流左岸

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
0
0
年

2
0
0
1
年

2
0
0
2
年

34～35℃

32～33℃

30～31℃

28～29℃

26～27℃

24～25℃

22～23℃

20～21℃

18～19℃

16～17℃

14～15℃

:水温28℃
※7月20日～8月31日

の毎時間データを積算した

十日町気温

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
0
0
年

2
0
0
1
年

2
0
0
2
年

日射計等の設置日射計等の設置

岩沢高水流観測所

宮野原水位観測所

十日町水辺の楽校水防倉庫

・観測期間：5月30日～11月20

・観測項目 ：日射量、気温、湿度

・観測間隔：１時間

水温データの解析に必要な日射量を現地で観測した。



28

津南の日照時間と宮野原の日射量（西大滝区間津南の日照時間と宮野原の日射量（西大滝区間））

日照時間と日射量の推移

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

日射量（MJ/m2/日）日照時間（ｈ/日）

0

5

10

15

20

25

30
津南（日照時間）

宮野原（日射量）

※津南：アメダスデータ　宮野原：気象観測装置

十日町の日照時間と日射量（宮中区間）十日町の日照時間と日射量（宮中区間）

日照時間と日射量の推移

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

日射量（MJ/m
2
/日）日照時間（ｈ/日）

0

5

10

15

20

25
十日町（日照時間）

十日町（日射量）

※日照時間：アメダスデータ　日射量：気象観測装置
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引用文献 ・・・ 新井正・西沢利栄 ： 水温論 , 共立出版 (1974)

：地中交換熱量

：潜熱交換量　：顕熱交換量　

：貯熱量変化　：正味放射量　

　　

＜熱収支の基本式＞

：流出量

：流入量　：微小時間　

：本川流量　：流速　

　

＜流量の連続式＞

　

　

　　

o

N

oN

iout

iin

ii

ioutiinii
i

B
LEH

QR
BLEHQR

Q
Qt

QV

QQQQ
t

V

∆
+++∆=

∆

−+−=
∆ +

)(

)(

)()(1

試験放流前

iinQ )(

ioutQ )(

iQ

1+iQ
oB

NR

LEH + Q∆

試験放流後

iinQ )(

ioutQ )(

iQ

1+iQ
oB

NR

LEH + Q∆
水面幅が広がり、蒸発による熱放出は

増えるが、河原の熱を吸収

試験放流水が到達まで、
河原は日射により暖められる

流量・熱収支模式図流量・熱収支模式図

抽出日

降水量がゼロで、最高気温が30℃以上

0

1

2

3

4

5

6

7

0 5 10 15 20 25

積算日射量(MJ/m2)

⊿
T
(℃

)

7(m3/s)放流前：7/4

7(m3/s)放流前：7/8

10.13(m3/s)平日放流：
7/30

10.13(m3/s)平日放流：
8/6

10.13(m3/s)平日放流：
8/8

22.65(m3/s)土日放流：
7/28

22.65(m3/s)土日放流：
8/10

22.65(m3/s)土日放流：
8/11

(AM 10:00)到達時刻 (PM 0:00) (PM 1:00) (PM 7:00)
A:宮中魚道→B:十日町橋→C:妻有大橋→D:川井大橋

A

B

C

D

試験放流によ
り水温上昇が

抑えられている

水温上昇と積算日射量水温上昇と積算日射量
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0

10

20

30

40

50

67.0 64.0 63.0 58.0 50.5

最寄りの距離標(km)

水
面

幅
増

加
量

(m
)

瀬の上流 瀬の中流 瀬の下流

十
日
町
橋

65km

妻
有
大
橋
62km

川
井
大
橋

46.5km

平日試験放流(10.13m3/s)に対する休日試験放流(22.65m3/s)の水面幅増加

8/4（日）－9/20（金）

8/10（土）－9/20（金）

8/10 （土）,11 （日） －9/26（木）

8/11 （日） －9/26（木）

8/17（土） －9/20（金）

試験放流による瀬での水面幅増加試験放流による瀬での水面幅増加（宮中区間）（宮中区間）

夏季浅場水温調査結果（妻有）夏季浅場水温調査結果（妻有）
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浅場水温・気温・日射量（妻有）
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気温（十日町アメダス）�����������������
日射量

（℃）
（MJ/m2）

8/1（木） 8/3（土） 8/4（日）

日射量
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夏季浅場水温調査結果（岩沢）夏季浅場水温調査結果（岩沢）
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浅場水温・気温・日射量（岩沢)
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地中10cm
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気温（十日町アメダス）�����������������
日射量

（℃） （MJ/m2）

8/17（土） 8/18（日） 8/19（月）

日射量

浅場の水温（減水区間外：小千谷市）浅場の水温（減水区間外：小千谷市）

観測日：2002年8月27日
観測時間：13:40～14:10

観測地点
旭橋下流の浅場
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浅場の水温（減水区間外：小千谷市浅場の水温（減水区間外：小千谷市））

32.2℃

29.8℃

24.6℃

28.1℃

31.6℃

23.6℃

①分流右岸川岸

②①から少し流心寄り

②分流流心

②分流左岸川岸

②中州

②本流

※平成14年8月27日14：00　十日町気温：30.7℃、十日町橋水温：26.5℃

水質調査結果（ｐ水質調査結果（ｐHH、、DODO）　）　十日町橋十日町橋9:309:30採水採水

pH
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環境基準（河川A類型）

環境基準（河川A類型）
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水質調査結果（水質調査結果（SSSS、、BODBOD）　）　十日町橋十日町橋9:309:30採水採水
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環境基準（河川A類型）

環境基準（河川A類型）

2001年6月20日採水
2002年7月17日採水

降雨による増水の影響

４．魚類調査結果４．魚類調査結果

調査実施日

春季　6/10～6/11
夏季　8/22～8/23
秋季　10/29～10/30

調査方法

投網2ヶ統（目合：12mmおよび18mm）

定置網2ヶ統，刺網2ヶ統
延縄4ヶ統，サデ網、タモ網

（前年度調査と同様）

調査地点

十日町橋

百合居橋

2002.8.22

2002.8.22
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魚類調査地点魚類調査地点

調査地点

十日町橋

百合居橋

2002.8.22

2002.8.22
50 10k m

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

減水区間

確認種数（魚類）確認種数（魚類）
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百合居橋
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合計

3季調査を行った1999年と
2002年では確認された魚類の
種類は20種と変わらなかった。

3季調査を行った1999年と
2002年では確認された魚類
の種類17種と18種とほとんど

差が認められなかった。

試験放流開始後 試験放流開始後
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捕獲数（魚類）捕獲数（魚類）
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オイカワ

ウグイ

その他

十日町橋

百合居橋

1,312 832

捕獲数の増加
はオイカワ・ウ
グイの幼魚が

大半を占める。
試験放流開始後

魚類調査結果（純淡水魚）魚類調査結果（純淡水魚）

2001年 2001年
春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季

1 コイ 4 2 ＊ 1 1 2
2 ゲンゴロウブナ 2
3 ギンブナ 7 6 5 ＊ 1 1 4 4 11
4 オオキンブナ 1
5 キンギョ 1
6 タイリクバラタナゴ 6 2
7 オイカワ 43 347 284 1,202 18 37 139 13 288 202 106 12 10 26
8 ビワヒガイ 1 2
9 アブラハヤ 1
10 モツゴ 1 8 2 1
11 タモロコ 6 7 2 1 11 12 7 5 1
12 カマツカ 22 33 5 6 38 4 12 23 30 17 5 22 8 7
13 スゴモロコ 1
14 ニゴイ 2 11 4 21 1 2 26 1 10 7 2 1 8 3
15 ドジョウ 2 1 1
16 シマドジョウ 4 1 1
17 ギギ 1 12 7 1 2 1 5 5 25 1 3 10
18 ナマズ 5 5 7 11 4 3 5 12 10 2 1 11 4 1
19 アカザ 1 4 3 1
20 カジカ 2 1 1 1
21 オオクチバス 1
22 コクチバス 1

9 13 7 9 13 7 8 9 8 8 6 7 10 7
83 446 310 1,250 89 50 201 64 370 233 116 54 48 52

百合居橋

個体数

2002年
十日町橋

2002年

確認種数

1999年 1999年純淡水魚

オイカワは幼魚が大半を占める
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魚類調査結果（回遊魚・その他）魚類調査結果（回遊魚・その他）

2001年 2001年
春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季

23 ウナギ 1 1 1 1 1
24 アユ 3 1 2 1 ＊
25 ニッコウイワナ 5 1 10 2
26 ニジマス 1
27 サケ 1 1 ＊ 1
28 オオヨシノボリ 2 2

1 1 1 2 2 1 2 1 2 1 1 3 2 1
3 1 1 2 4 1 1 5 3 1 1 12 1 2

確認種数
個体数

回遊魚 1999年 1999年2002年
十日町橋

2002年
百合居橋

2001年 2001年
春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季

29 ウグイ 361 385 43 60 115 239 96 171 132 66 16 180 57 19
30 トウヨシノボリ 3 2 2 5 2 1 3

2 1 1 1 2 2 1 2 2 1 1 2 2 1
364 385 43 60 117 241 96 176 134 66 16 181 60 19

確認種数
個体数

生活史不明種 1999年 1999年
十日町橋

2002年 2002年
百合居橋

ウグイは幼魚が大半を占める

魚類調査結果（注目される魚類１）魚類調査結果（注目される魚類１）

カジカ（十日町橋2002.6.11） アユ（十日町橋2002.6.11）

サケ♂（百合居橋2002.11.20） サケ♂（十日町橋2002.11.20）

カジカは十日町、
百合居橋で今年度

初めての捕獲。
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魚類調査結果（注目される魚類２）魚類調査結果（注目される魚類２）

オオキンブナ（百合居橋2002.6.11）

スゴモロコ（十日町橋2002.8.22）

コクチバス（百合居橋2002.8.22）

移入種

外来種

0
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種
数
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百合居橋

春季

夏季

秋季

合計

0

2

4

6

8

10

確
認

種
数

1999 2001 2002

十日町橋

確認種数（エビ・カニ・貝類）確認種数（エビ・カニ・貝類）

3季調査を行った1999年
と2002年で大きな変化は

見られなかった。

試験放流開始後 試験放流開始後

3季調査を行った1999年
と2002年で大きな変化は

見られなかった。
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採捕数（エビ・カニ・貝類）採捕数（エビ・カニ・貝類）

十日町橋

百合居橋

2002年は百合居

橋で貝類（チリメ
ンカワニナ）の採
捕数が多かった。

試験放流開始後

魚類調査結果（エビ・カニ・貝類）魚類調査結果（エビ・カニ・貝類）

2001年 2001年
春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 秋季

1 チリメンカワニナ 21 18 10 2
2 サカマキガイ 1
3 ヒメモノアラガイ 7
4 ヌカエビ 1
5 テナガエビ 3 4
6 スジエビ 6 4 1 2 7 10 5

3 2 0 1 2 0 1 2 2 1 0 0 2 0
16 8 0 1 3 0 7 31 19 10 0 0 7 0

確認種数
個体数

エビ・カニ・貝類
十日町橋 百合居橋

2002年 1999年 2002年 1999年

テナガエビ♂♀
（十日町橋2002.6.11）

新潟県レッドデータブック
準絶滅危惧種

注目される種
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宮中取水ダム魚道における魚類調査宮中取水ダム魚道における魚類調査（（9/289/28調査実施）調査実施）

　　　　　　【調査内容】

ＪＲの協力を得て以下の調査を行った。

・魚道でのトラップによる採捕
・魚道直下での電撃魚捕機による採捕
・水中カメラでの撮影による魚類確認

ダム直下
（浅瀬）

ダム直下
（浅場）

小型魚道
入口

魚道トラップ

魚道周辺の魚類採捕箇所魚道周辺の魚類採捕箇所
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魚道周辺の魚類採捕箇所魚道周辺の魚類採捕箇所

小型魚道
入口

宮中取水ダム魚道および周辺での魚類採捕数宮中取水ダム魚道および周辺での魚類採捕数

１カマツカ

３１ギギ

３カジカ

１２ホトケドジョウ

１シマドジョウ

１ヨシノボリ

３アカザ

１ギンブナ

１９２４３１５３６オイカワ

４３７４１３ウグイ

４３１１３ニゴイ

５アユ

小型大型浅場浅瀬

魚道トラップ
小型魚道入り口

ダム直下
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５．底生生物調査結果５．底生生物調査結果

調査実施日

春季　6/10
夏季　8/26
秋季　11/8

調査方法

定量調査：コドラート採取
　　（50cm×50cm）

定性調査：タモ網による採取

調査地点

十日町橋

百合居橋

2002.6.10

2002.6.10

底生生物調査地点底生生物調査地点

調査地点

十日町橋

百合居橋

2002.8.22

2002.8.22
50 10k m

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

減水区間
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試験放流開始後 試験放流開始後3004
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瀬 緩流部

H11 H13 H14 H11 H13 H14

春 夏 秋 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 秋 春 夏 秋

1 カゲロウ コカゲロウ属の数種 102 133 364 11 9

2 カゲロウ チラカゲロウ 108

3 カゲロウ フタバコカゲロウ 112 21 26

4 カゲロウ キブネタニガワカゲロウ 410 218 486 822

5 カゲロウ シロタニガワカゲロウ 64 26

6 カゲロウ ヒメヒラタカゲロウ 17

7 トビケラ ウルマーシマトビケラ 80 235 79

8 トビケラ ナカハラシマトビケラ 114

9 トビケラ チャバネヒゲナガカワトビケラ 98 50 42

10 トビケラ ヒゲナガカワトビケラ 48 27 30

11 ナガミミズ ミズミミズ科の一種 22 3 21

12 ハエ Antocha属の一種 10

13 ハエ エリユスリカ亜科の一種 6 160 64 296 156 128 11 11

14 ハエ ユスリカ亜科の一種 22 12

湿重量(g/m2) 3.9 13.2 0.1 16.7 27.3 17.4 4.7 5.4 29.2 0.02 2.8 1.7 0.7 0.6 -

　 ：第一優占種

No. 目 和名 摂餌型

①

②

③

優占種（十日町橋）優占種（十日町橋）

【摂餌型】①：石礫の下面・間隙に生息し石面の付着藻類や有機物を摂餌するタイプ
　 ②：石礫の間隙に営巣し、流下してくる有機物等を摂餌するタイプ

③：河床の堆積物の中で有機物を摂餌するタイプ

　増放流の前後で優占種の変化に顕著な傾向は認められない。

試験放流開始 試験放流開始

瀬 緩流部

H11 H13 H14 H11 H13 H14

春 夏 秋 秋 春 夏 秋 春 夏 秋 秋 春 夏 秋

1 カゲロウ コカゲロウ属の数種 32 17 2 15

2 カゲロウ コカゲロウ属の一種 2

3 カゲロウ チラカゲロウ 60

4 カゲロウ フタバコカゲロウ 194 14 5

5 カゲロウ キブネタニガワカゲロウ 340 56 20 3

6 カゲロウ ヒメヒラタカゲロウ 1 38 34 3

7 カゲロウ トウヨウマダラカゲロウ 1

8 トビケラ ウルマーシマトビケラ 234 674 38

9 トビケラ エチゴシマトビケラ 202

10 トビケラ コガタシマトビケラ 1000 42

11 トビケラ ナカハラシマトビケラ 340 814 120 27 70 2

12 ナガミミズ ミズミミズ科の一種 42 4 264

13 ハエ ウスバヒメガガンボ属の一種 54

14 ハエ エリユスリカ属の一種 4

15 ハエ エリユスリカ亜科の一種 60 175 28 9 566 3

16 ハエ ユスリカ科の一種 1

17 ハエ ユスリカ亜科の一種 186

湿重量(g/m2) 6.9 28.6 0.03 0.4 9.2 8.8 5.4 1.6 0.6 0.04 0.3 1.8 0.4 0.4 -

　 ：第一優占種

和名No. 目 摂餌型

①

②

③

優占種（百合居橋）優占種（百合居橋）

【摂餌型】①：石礫の下面・間隙に生息し石面の付着藻類や有機物を摂餌するタイプ
　 ②：石礫の間隙に営巣し、流下してくる有機物等を摂餌するタイプ

③：河床の堆積物の中で有機物を摂餌するタイプ

　瀬では②・③のタイプ、緩流部では①のタイプが多かったが、増放流の前後で顕著
な変化は認められていない。

試験放流開始 試験放流開始
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十日町橋

百合居橋

試験放流開始後

６．付着藻類調査結果６．付着藻類調査結果

調査地点および調査実施日

十日町橋：7/26～9/12　　　　百合居橋：7/29～9/12

調査方法

9cm×9cmの素焼きタイルをコンク
リートブロックに固定し、1地点64枚

を河床に水面から同じ高さになる
ように設置した。設置後3～4日お
きに毎回4枚のタイル板から付着

物を採取し、以下の分析を行った。 タイル設置状況

・クロロフィルａ　　・フェオ色素
・付着物量　　　　 ・有機物量（強熱減量）

・優占種
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付着藻類設置地点状況付着藻類設置地点状況

十日町橋

百合居橋

橋下流

橋上流

橋下流

No.3

No.2

No.1

No.4

No.5

No.6

流速：0.08
水深：16.39

流速：調査時の平均流速（m/s)
水深：調査時の平均水深（cm）

流速：0.09
水深：7.61

流速：0.26
水深：17.18

流速：0.01
水深：15.23

流速：0.53
水深：25.92

流速：0.28
水深：19.31

減水区間での付着藻類の生活減水区間での付着藻類の生活

攪乱

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

A

B

糸状性の緑藻

攪乱
E

糸状性の珪藻

流量安定
（流速早い）

望ましいサイクル

剥離

枯死

C

F

D

流量安定
（流速遅い）

経過経過

攪乱

攪乱

攪乱

流量変動

※Ａ以外の全ての
状態において泥
被りが起こり得る。
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E　剥離

C　糸状性の珪藻

A　藻類が付着していない状態

減水区間での付着藻類の状態減水区間での付着藻類の状態

B　付着性の珪藻

D　糸状性の緑藻

F　枯死

十日町橋の分析結果十日町橋の分析結果
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降雨による増水で
藻類は剥離する。

信濃川中流域の藻類生産ｻｲ
ｸﾙは4～5日程度であり、そ

の期間は増殖するものの、剥
離しないと生産は抑えられる。

変化1 変化3変化2 変化4

変化2・4

変化1・3
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付着藻類の状態の変化１付着藻類の状態の変化１

攪乱

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

A

B

望ましいサイクル

7/26～8/7の変化 攪乱は降雨に
よる増水で引
き起こされた。

しかし．．．

（十日町橋）

降雨による増水で
藻類は剥離する。

付着性の珪藻
（Nitzschia等）

付着藻類の状態の変化２付着藻類の状態の変化２

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

B

糸状性の緑藻糸状性の珪藻

流量安定
（流速早い）

枯死

C

F

D

流量安定
（流速遅い）

経過経過

（十日町橋）

8/7～8/19の変化 信濃川中流域の藻類生長ｻｲｸﾙは4
～5日程度であり、その期間は増殖

するものの、剥離されないと藻類の
再生産は抑えられる。

糸状性の珪藻
（Merosira等）
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付着藻類の状態の変化３付着藻類の状態の変化３

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

A

B

枯死

F

攪乱

（十日町橋）

8/19～8/23の変化

降雨による増水で
藻類は剥離する。

攪乱は降雨に
よる増水で引
き起こされた。

付着藻類の状態の変化４付着藻類の状態の変化４

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

B

糸状性の緑藻糸状性の珪藻

流量安定
（流速早い）

枯死

C

F

D

流量安定
（流速遅い）

経過経過

（十日町橋）

8/23～9/6の変化 信濃川中流域の藻類生産ｻｲ
ｸﾙは4～5日程度であり、その

期間は増殖するものの、剥離
されないと生産は抑えられる。

糸状性の緑藻
（Stigeoclonium等）
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増水と試験放流によるインパクト評価増水と試験放流によるインパクト評価（十日町橋）

(%)(%)(%)(m3/s)(m3)(m3)

98.33
-7.69

-18.75
36.75
28.57
-24.17
11.11
-40.00
192.21
10.00

194.74

No.1
増減量の割合（ｸﾛﾛﾌｨﾙa）

-57.05
4.76

-46.97
5.60
82.93
-19.92
12.28
-26.45
77.14
16.67
-26.47

No.2

38.67
0.45

-31.71
-11.35
105.56
-47.37
40.74
-70.07
200.74
-34.15
-30.51

No.3

再生産24.57804,1564,054,2848/7～8/12
枯死10.54707,8012,890,1888/12～8/16

剥離（増水）254.222,147,27512,525,7688/1～8/7

22.99885,9962,657,9888/16～8/19

剥離（増水）186.292,331,2129,130,5798/19～8/23

再生産23.08885,3282,692,8728/23～8/26

15.13654,2311,935,4329/6～9/9
7.40615,9602,463,8409/2～9/6

枯死22.96751,4522,254,3568/30～9/2
10.53692,5982,799,2528/26～8/30

10.44695,4832,057,4727/29～8/1
24.55870,1712,791,8007/26～7/29

最大日平均合計 生産状況

インパクト（宮中ダム放流量）

期間

0

2

4

6

8

10

12

14

16

7/29 8/5 8/12 8/19 8/26 9/2 9/9

ク
ロ

ロ
フ

ィ
ル

ａ
（
m

g
/
c
m

2
)

0

50

100

150

200

250

流
量

(m
3
/
s)

No.4 No.5 No.6 西大滝ダム放流量 暫定流量（宮野原）

剥離しないと再生
産は抑えられる。

百合居橋の分析結果百合居橋の分析結果
再生産と枯死する藻類の剥
離が繰り返されるとともに、
優占種が緑藻に変化した。

降雨による増水で
藻類は剥離する。

変化2 変化4変化1 変化3

変化2

変化4

変化1・3
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付着藻類の状態の変化１付着藻類の状態の変化１

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

B

糸状性の緑藻

E流量安定
（流速早い）

剥離

D

流量変動

（百合居橋）

再生産と枯死する藻類の剥
離が繰り返されるとともに、
優占種が緑藻に変化した。

8/9～8/19の変化

付着性の珪藻
（Nitzschia・Navicula等）

付着藻類の状態の変化２付着藻類の状態の変化２

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

A

B

糸状性の緑藻

E 剥離

D

攪乱

攪乱

（百合居橋）

攪乱は降雨に
よる増水で引
き起こされた。

8/19～8/23の変化

降雨による増水で
藻類は剥離する。
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付着藻類の状態の変化３付着藻類の状態の変化３

アユの餌として好ましい藻類

付着性の珪藻

B

糸状性の緑藻

E流量安定
（流速早い）

剥離

D

流量変動

（百合居橋）

再生産と枯死する藻類の剥
離が繰り返されるとともに、優
占種が緑藻に変化した。

8/23～8/30の変化

付着藻類の状態の変化付着藻類の状態の変化４４

糸状性の緑藻

枯死

F

D

経過

8/30～9/6の変化
攪乱から1週間以上が経過すると、剥離す

る藻類があるものの、優占種は緑藻に移行
し、短期的極相に達するため藻類の再生産
は抑えられ、枯死する細胞も増加する。

（百合居橋）

剥離E

流量安定
（流速早い）
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増水と試験放流によるインパクト評価増水と試験放流によるインパクト評価（百合居橋）

(%)(%)(%)(m3/s)(m3)(m3)

-62.06
33.02
-2.27

-51.11
506.06
-93.37
38.27
92.86

311.76
-18.40

No.4
増減量の割合（ｸﾛﾛﾌｨﾙa）

-67.95
-9.28
46.97
6.45

220.69
-65.48
-4.55
60.00

3759.65
-87.33

No.5

-40.00
-24.55
-17.16
33.33

282.61
-84.03
120.41
160.64
213.33
757.14

No.6

再生産8.80704,5432,319,1208/9～8/12
再生産8.30687,3072,606,0408/12～8/16

剥離（増水）295.002,764,80021,657,6008/1～8/9

8.10662,8461,960,9208/16～8/19

剥離（増水）136.703,127,95012,511,8008/19～8/23

再生産8.30687,1202,061,3608/23～8/26

剥離（増水）92.101,909,0805,727,2409/6～9/9
8.30683,8332,706,8409/2～9/6

優占種の移行8.30691,5552,103,4808/30～9/2
8.30688,5902,754,3608/26～8/30

9.00731,1142,162,8807/29～8/1

最大日平均合計 生産状況

インパクト（西大滝ダム放流量）

期間

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

三面川

荒川

加治川

阿賀野川

信濃川

加茂川

五十嵐川

大河津分水路

魚野川

桑取川

名立川

能生川

漁協別サケ採捕数（尾）

H14(1/20)

H13

過去10年平均（H5～H14）

７．サケ遡上調査結果７．サケ遡上調査結果

28,677

0 20 40 60 80 100

清津川

宮中トラップ

西大滝

サケ採捕数（尾）

H14(1/20)

H13

過去10年平均（H5～H14）

西
大
滝
ダ
ム
の
調
査
方
法
は
平
成
13
・14
年
は
目
視
、
そ
れ
以
前
（
過
去

10
年
）
は
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
採
捕
で
あ
る
。

な
お
、
長
野
県
は
平
成
11
年
を
も
っ
て
、
サ
ケ
放
流
事
業
を
中
止
し
た
。

H15.1.20時点
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サケ遡上実態調査サケ遡上実態調査（調査実施期間と調査地点）（調査実施期間と調査地点）

50 10k m

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

川井

調査地点

　　川　　井　　：河道内　

宮中取水ダム：魚道（サケ用）
　　 魚道（アユ用）

　　川　　井　　：10/17～11/8
　　　　　　　　　　（23日間）
宮中取水ダム：10/15～11/10
　　　　　　　　　　（27日間）

調査実施期間

サケ遡上実態調査サケ遡上実態調査（採捕方法）（採捕方法）

　川　　井 宮中取水ダム

定置網（3～5系統）を仕掛

け、毎朝確認を行った。

発信器の装着を行うカゴ

大型のサケ用魚道と小型
のアユ用魚道の両方にトラッ
プを仕掛け、中魚沼郡漁業
協同組合の協力を得て毎
日朝昼夕に確認を行った。
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サケ遡上実態調査サケ遡上実態調査（標識）（標識）

タ　　グ 発　信　器

タグガン

タグ

川井・宮中取水ダム魚道で採
捕されたサケ全て（川井45尾、
宮中取水ダム43尾）にタグを

付けて放流した。

川井・宮中取水ダム魚道で採
捕されたサケのうち川井29尾、
宮中取水ダム魚道20尾にタ

グを付けた上で発信器を装
着して放流した。

発信器

放流

サケ採捕数サケ採捕数

0
1
2
3
4
5
6

13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18サ
ケ
採
捕
数
（
尾
）

メス

オス

0
1
2
3
4
5
6

13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 2 4 6 8 10 12 14 16 18サ
ケ
採
捕
数
（
尾
）

メス

オス

10月

10月

11月

11月

川井での採捕数（採捕期間：10/17～11/8）

宮中取水ダムでの採捕数（採捕期間：10/15～11/10）

合計45尾

合計43尾

11/18に西大滝ダムで確認
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サケ遡上状況（川井で放流）　　サケ遡上状況（川井で放流）　　※発信器データ※発信器データ
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移動経路（川井放流分）

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

10/15 10/20 10/25 10/30 11/4 11/9 11/14 11/19

タグNo.18 タグNo.22

タグNo.25 タグNo.29

タグNo.31 タグNo.39

タグNo.40 タグNo.43

距離標（km）

豊船橋

宮中ダム

川井大橋

栄橋

十日町橋

50 10km

サケ遡上状況サケ遡上状況
（川井放流）（川井放流）

28%

72%

遡上

不明、停滞または流下

(21尾)

(8尾)

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所

宮中取水ダム

西大滝ダム

川井

魚沼橋上流1尾

清津川合流点1尾

中条新田1尾

外丸1尾

姿橋2尾

魚沼橋
　　下流1尾市之口1尾

不明、停滞または流下21尾

※発信器データ※発信器データ
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移動経路（宮中放流分）

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

10/20 10/25 10/30 11/4 11/9 11/14 11/19

タグNo.14 タグNo.17

タグNo.25 タグNo.26

タグNo.28 タグNo.30

タグNo.32 タグNo.34

タグNo.36 タグNo.37

タグNo.39 タグNo.41

距離標（km）

サケ遡上状況（宮中取水ダム上流で放流）サケ遡上状況（宮中取水ダム上流で放流）

豊船橋

宮野原橋

信濃川橋

川井大橋

栄橋

十日町橋

※発信器データ※発信器データ

50 10km

60%40%

遡上

不明、停滞または流下

(8尾) (12尾)

小千谷発電所

千手発電所

信濃川発電所
宮中取水ダム

西大滝ダム

サケ遡上状況サケ遡上状況
（宮中取水ダム上流放流）（宮中取水ダム上流放流）

清津川合流点5尾
豊船橋2尾

信濃川橋1尾

外丸2尾

志久見川1尾
西大滝ダム
沈砂池1尾

不明、停滞または流下8尾

※発信器データ※発信器データ
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サケ遡上調査　結果の整理サケ遡上調査　結果の整理

川井の定置網で捕獲
45尾（タグ装着）

宮中取水ダム
トラップで捕獲：1尾

宮中取水ダムトラップで捕獲
（タグのないもの）：42尾

川井

上流

下流

定置網で採捕されず
信濃川減水区間を遡
上しているサケがいる
と考えられる。

宮中取水ダム

４）今後の水環境改善４）今後の水環境改善
　　　　に向けた取り組み　　　　に向けた取り組み

１．宮中取水ダム魚道について、ＪＲ東日本と共に
　　魚道機能や対応策について調査と検討を行う。

２．東京電力と共にサケの遡上調査を西大滝ダム
　　において行う。

３．以下の試験放流に伴う調査を行う。
　　・水温調査　　　　・水質調査
　　・付着藻類調査　・底生動物調査
　　・魚類調査　　　　・サケ遡上調査


